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が
国
の
経
済
は
、
全
体
と
し

　
　
　

て
「
ゆ
る
や
か
な
回
復
」
が

続
い
て
い
る
も
の
の
、
地
域
間
の
回

復
に
は
、
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
、
ま

た
、
金
融
市
場
の
変
動
や
米
国
経
済

の
動
向
、
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
か

ら
経
済
成
長
の
鈍
化
が
懸
念
さ
れ

ま
す
が
、「
経
済
財
政
改
革
の
基
本

方
針
２
０
０
７
」
に
基
づ
く
「
自
立

と
共
生
」
を
基
本
に
、
改
革
へ
の
取

り
組
み
を
加
速
・
深
化
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
企
業
部
門
の
好
調
さ
を
家

計
部
門
に
波
及
さ
せ
て
い
く
こ
と

で
、
民
間
需
要
を
中
心
と
し
た
持
続

的
な
経
済
成
長
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

育
の
分
野
に
お
い
て
も
約　
６０

　
　
　

年
ぶ
り
に
「
教
育
基
本
法
」

が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の

あ
る
べ
き
姿
や
め
ざ
す
べ
き
理
念
が

明
ら
か
に
な
り
、
教
育
再
生
の
新
た

な
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
ち
、
心

身
と
も
に
た
く
ま
し
く
、
心
豊
か
に

「
生
き
る
力
」
を
育
ん
で
い
く
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
生
涯
学
習
の
視
点
に

立
っ
て
、
人
々
が
生
涯
に
わ
た
り
生

き
生
き
と
学
び
続
け
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

教
育
改
革
の
動
向
を
見
据
え
る
と
と

も
に
、
改
正
教
育
基
本
法
の
理
念
の

平
成　

年
度　

町
政
執
行
方
針

２０

教
育
行
政
執
行
方
針

　

地
方
財
政
対
策
で
は
、
地
方
再
生

を
重
要
課
題
に
掲
げ
る
政
府
の
方

針
と
し
て
「
地
方
再
生
対
策
費
」
の

創
設
な
ど
、
地
方
交
付
税
の
増
が
盛

り
込
ま
れ
、
地
方
財
政
計
画
の
規
模

は
７
年
ぶ
り
に
増
加
し
ま
し
た
が
、

こ
の
増
は
、
地
方
間
の
税
収
の
や
り

繰
り
や
交
付
税
特
別
会
計
借
入
金

の
償
還
繰
り
延
べ
を
財
源
と
し
た

も
の
で
、
地
方
財
政
の
本
質
は
、
地

域
間
格
差
が
広
が
り
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
町

税
収
入
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
な
い

中
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
こ
れ
ま
で

の
大
き
な
削
減
に
よ
り
、
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
行
財
政
改

革
実
施
計
画
に
掲
げ
た
収
支
均
衡

の
取
れ
た
財
政
構
造
へ
の
転
換
と

い
う
目
標
は
、
何
と
し
て
も
達
成
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ

て
は
、
昨
年
度
か
ら
導
入
し
た
予
算

枠
を
各
課
単
位
に
配
分
す
る
「
予
算

枠
配
分
方
式
」
を
強
化
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
政
策
調
整
枠
予
算
の
戦
略

的
・
重
点
的
な
活
用
に
向
け
た
予
算

編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
本
年
度
は
「
総
合
計
画
」「
行

財
政
改
革
実
施
計
画
」
が
最
終
年
度

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
町
の
取
り
組
み

を
総
点
検
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
多
く
の
皆

さ
ん
と
大
い
に
議
論
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域

の
民
間
団
体
の
皆
さ
ん
と
協
働
し

て
、
将
来
に
希
望
の
持
て
る
、
真
に

豊
か
さ
の
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
に

課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
強
く
認
識
し
、
今
後
の
行
政

運
営
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

も
と
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」

の
育
成
を
め
ざ
し
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
社
会
が
役
割
を
分
担
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
教
育
機
能
を
発
揮
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
確
か
な
学
力
、
豊
か

な
心
、
生
き
る
力
を
持
つ
子
ど
も
た

ち
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
改
正
教
育
基
本
法
に
よ
り

「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
の
策
定
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
本
町
に
お
い
て
も
第
５
次
総
合

計
画
の
策
定
に
あ
わ
せ
、
新
時
代
の

教
育
行
政
の
指
針
と
な
る
「
教
育
振

興
基
本
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
町
民
の

期
待
と
信
頼
に
応
え
る
た
め
全
力

を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

中澤教育長

尾岸町長

わ

教

広報かみふらの ２００８.４   �



対 比対　比比 較比　較平成１９年度平成１９年度平成２０年度平成２０年度会会　計計 名　名

１４.４％９億  ２００万円６２億５,０００万円７１億５,２００万円一　般　会　計

１.６％２,２０６万円１３億７,１４９万円１３億９,３５５万円国民健康保険
　
　
　

特
別
会
計

【
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
収
入
で
行
う
事
業
の
会
計
】

△９０.３％△１０億５,２４７万円１１億６,５７９万円１億１,３３２万円老人保健

皆増９,５０３万円－９,５０３万円後期高齢者医療

７８.１％２億８,１８５万円３億６,１００万円６億４,２８５万円公共下水道事業

１６.８％１,４６６万円８,７２０万円１億  １８６万円簡易水道事業

２.３％１,５２６万円６億５,４００万円６億６,９２６万円介護保険

１.８％４８０万円２億７,４００万円２億７,８８０万円ラベンダーハイツ事業

△１５.８％△６億１,８８０万円３９億１,３４７万円３２億９,４６７万円特別会計合計

△４.８％△４,３４６万円８億９,９２０万円８億５,５７４万円病院事業
企
業
会
計

【
独
立
採
算
制
を
原
則

と
す
る
事
業
の
会
計
】

５４.３％１億５,３１８万円３億１,５０９万円４億６,８２７万円水道事業

９.０％１億  ９７２万円１２億１,４２９万円１３億２,４０１万円企業会計合計

３.５％３億９,２９２万円１１３億７,７７６万円１１７億７,０６８万円総　合　計

　各会計別予算

　平成２０年度予算が３月定例町議会で審議され、ラベンダーハイツ事業特別会計予算で一部修正が加え平成２０年度予算が３月定例町議会で審議され、ラベンダーハイツ事業特別会計予算で一部修正が加え
られ、決定しました。られ、決定しました。
本年度は「第４次総合計画」「行財政改革実施計画」の最終年度であることから、各事業についてはこ　本年度は「第４次総合計画」「行財政改革実施計画」の最終年度であることから、各事業についてはこ
れまでの取り組みを総点検したうえで、新たなまちづくりに反映させるために『選択と集中』により予れまでの取り組みを総点検したうえで、新たなまちづくりに反映させるために『選択と集中』により予
算編成に取り組みました。算編成に取り組みました。
その結果、町全体の予算は１１７億７,０６８万円となり、前年度と比べると３.　その結果、町全体の予算は１１７億７,０６８万円となり、前年度と比べると３.５％５％（３億９,２９２万円）の（３億９,２９２万円）の増となっ増となっ
ています。ています。
予算は、これから１年間のまちの『お金の使いみち』であり、私たちのまちづくり・暮らしづくりの　予算は、これから１年間のまちの『お金の使いみち』であり、私たちのまちづくり・暮らしづくりの
身近なお金です。身近なお金です。
本年度の予算の特徴と主な使いみちについてお知らせします。　本年度の予算の特徴と主な使いみちについてお知らせします。

平成２０年度まちの予算平成２０年度まちの予算
１１７１１７億億７,０６８７,０６８万円万円

＜＜一般会計＋特別会計＋企業会計一般会計 ＋ 特別会計 ＋ 企業会計＞＞

千円単位を四捨五入しています

�� ラベンダーハイツ事業特別会計予算の修正概要 ��
　ラベンダーハイツ事業は、平成１６年度から一般会計の繰入金を受けることなく、自主運営に努めてきました。平成２０年度の予
算編成においても、町民の皆さんからの血税を投入することなく、効率的な施設運営をめざして取り組んだところです。その一
つとして、町の基本方針に基づき、経費の縮減に向けながらもサービスの低下を招くことのないよう、民間活力を活用すること
で、昨年度の町立病院と同様にラベンダーハイツの給食業務の民間委託を予定した予算案をまとめ、町議会に提出いたしました。
　しかし、町議会において、ラベンダーハイツの給食業務民間委託の承認は得られず、直営を継続する内容に修正のうえ予算が可
決されました。
　この度の修正により、収支見込みは厳しいことが予測されますが、議決された予算内容で、ラベンダーハイツの給食部門を含め
た施設運営に努めていきます。

�  広報かみふらの ２００８.４



生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

�
教
育
振
興
計
画
の
策
定

�
学
校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
新
配
置

�
心
の
教
室
相
談
員
の
設
置

�
特
別
支
援
学
級
の
増
設

�
小
中
学
校
施
設
・
教
育
設
備
の
整
備

　
�
上
富
良
野
小
学
校
校
舎
の
耐
力
度
調
査

　
�
上
富
良
野
小
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

　
　

タ
整
備

　
�
上
富
良
野
中
学
校
渡
り
廊
下
屋
上
防
水

　
　

工
事
の
実
施

　
�
東
中
中
学
校
講
堂
防
音
機
能
復
旧
事
業

　
　

の
実
施
設
計

�
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
機
器
の
更
新

�
上
富
良
野
高
等
学
校
の
存
続
要
望
運
動
の

　

推
進

�
第
７
次
社
会
教
育
中
期
計
画
の
策
定

�
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
の
推
進

�
社
会
教
育
の
推
進

　
�
生
涯
学
習
活
動
の
支
援

　
�
図
書
館
の
機
能
強
化

　
�
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
・
推
進

　
�
文
化
活
動
の
推
進

豊
か
な
人
材
の
ま
ち
づ
く
り

�
地
域
間
交
流
･国
際
交
流
の
推
進（
津
市
・

　

カ
ム
ロ
ー
ズ
市
）

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

�
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

�
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

�
生
活
機
能
評
価
健
康
診
査
に
よ
る
介
護
予

　

防
事
業
の
推
進

�
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
子
育
て

　

支
援
・
発
達
支
援
活
動
の
充
実

�
一
時
保
育
事
業
の
実
施

�
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の
障
が
い
者

　

の
日
中
一
時
支
援
事
業
の
実
施

農
業
の
ま
ち
づ
く
り

�
農
業
経
営
安
定
対
策
の
推
進

　
�
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策　

　
�
奨
励
作
物
振
興
事
業
の
推
進

�
第
６
次
農
業
振
興
計
画
の
策
定

�
農
地
流
動
化
の
推
進

�
農
業
者
年
金
加
入
と
家
族
経
営
協
定
締
結

　

の
促
進

�
農
業
生
産
基
盤
等
の
整
備

　
�
島
津
地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

　
�
草
分
地
区
道
営
農
地
防
災
機
能
増
進
事

　
　

業

　
�
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

　
�
演
習
場
周
辺
農
業
用
施
設
設
置
助
成
事

　
　

業
に
よ
る
農
業
機
械
導
入

　
�
農
道
整
備
補
助
事
業

�
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業
の
実
施

�
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業
の
推
進

森
の
ま
ち
づ
く
り

�
森
林
の
育
成
整
備

　
�
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業

　
�
　

世
紀
北
の
森
づ
く
り
推
進
事
業
等
の

２１

　
　

活
用
に
よ
る
除
間
伐
事
業
の
実
施

商
業
・
工
業
の
ま
ち
づ
く
り

�
企
業
振
興
事
業
の
推
進

�
商
業
振
興
事
業
の
推
進

　
�
経
営
改
善
普
及
事
業

　
�
空
き
店
舗
活
用
振
興
事
業

�
中
小
企
業
へ
の
事
業
資
金
融
資

観
光
の
ま
ち
づ
く
り

�
富
良
野
・
美
瑛
広
域
観
光
事
業
等
に
よ
る

　

観
光
客
誘
致

�
花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ
り
等
へ
の
支
援

�
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
の
開
発

�
地
場
産
品
の
消
費
拡
大
の
推
進

健
康
の
ま
ち
づ
く
り

�
生
活
習
慣
病
・
腎
疾
患
の
予
防
の
推
進

�
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
の
拡
充
と
妊

　

婦
の
指
導
・
相
談
体
制
の
強
化

�
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

�
食
育
推
進
計
画
の
推
進

�
町
立
病
院
の
経
営
改
革

�
病
院
併
設
型
小
規
模
老
人
保
健
施
設
開
設

�
国
民
健
康
保
険
事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療

　

制
度
の
安
定
的
な
運
営

�
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施

少
子
高
齢
化
を
迎
え
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
・
教
育
の
充
実
を
図
り
、

一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
、
生
き
が
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

農
林
業
・
商
工
業
の
振
興
を
推
進

し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ななななななななななななななななななななな
心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心
ののののののののののののののののののののの

ののののののののののののののののののののの
ままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

豊
か
な
心
の 　
　

の
ま
ち

人

活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
あああああああああああああああああああああ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

ののののののののののののののののののののの
ままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

活
力
あ
る 　
　
　
  
の
ま
ち

産

業

平
成
平
成　

年
度
年
度

２０２０

ま
ち
の
主
な
事
業

ま
ち
の
主
な
事
業

�
印
は
政
策
調
整
枠
予
算
を
充
て
た
事
業

　
　
　
　
　
　
 
（
７
ペ
ー
ジ
左
上
表
参
照
）

� �

� �
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美
し
い
ま
ち
づ
く
り

�
景
観
づ
く
り
基
本
計
画
の
推
進

潤
い
の
ま
ち
づ
く
り

�
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
へ
の
支
援

�
公
園
ト
イ
レ
整
備

　
�
日
の
出
公
園
展
望
台
の
下
水
道
接
続

　
�
に
し
ま
ち
公
園
の
水
洗
化

�
富
町
団
地
町
営
住
宅
の
整
備（
１
棟　

戸
）

１０

�
町
営
住
宅
の
維
持
整
備

　
�
宮
町
団
地
の
外
壁
補
修

　
�
扇
町
団
地
の
屋
根
ふ
き
替
え（
３
棟
）

快
適
な
ま
ち
づ
く
り

�
住
居
表
示
整
備（
南
町
３
丁
目
）

�
生
活
水
の
安
定
供
給

�
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
・
設
備
の
更

　

新
計
画
の
策
定

�
ご
み
分
別
手
引
き
の
更
新

�
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
安
定
稼
動
と
適
正

　

な
維
持
管
理

�
合
併
浄
化
槽
設
置
へ
の
助
成

安
心
の
ま
ち
づ
く
り

�
消
防
機
能
の
強
化

　
�
資
器
材
搬
送
車
の
更
新

　
�
人
工
蘇
生
シ
ス
テ
ム
の
導
入

�
自
主
防
災
組
織
の
再
編
成
支
援

�
防
災
訓
練
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
強
化

�
「（
仮
称
）北
海
道
火
山
防
災
サ
ミ
ッ
ト
２

　

０
０
８ 
i
n 
十
勝
岳
」
の
開
催

�
国
民
保
護
計
画
の
推
進

�
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
策
定

�
除
排
雪
の
実
施

�
地
域
安
全
の
推
進

　
�
啓
発
活
動
に
よ
る
自
己
防
衛
意
識
向
上

　
�
巡
視
活
動
の
強
化

�
交
通
安
全
の
推
進

�
消
費
生
活
の
安
全
推
進（
消
費
者
相
談
、
法

　

律
相
談
の
推
進
）

広
が
り
の
ま
ち
づ
く
り

�
道
路
・
橋
の
整
備
と
適
正
な
維
持
管
理

�
町
営
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行（
通

　

勤
・
通
学
等
の
生
活
路
線
の
確
保
）

�
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新（
２
台
）

住
民
の
ま
ち
づ
く
り

�
情
報
共
有
の
推
進（
広
報
か
み
ふ
ら
の
・
防

　

災
か
み
ふ
ら
の
・
出
前
講
座
・
行
政
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
共
有
）

�
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
・
ま
ち
づ
く
り　

　

ト
ー
ク
・
町
長
と
語
ろ
う
の
充
実

�
地
域
自
治
活
動
の
推
進（
住
民
自
治
活
動

　

推
進
交
付
金
・
自
治
活
動
奨
励
事
業
補
助

　

金
に
よ
る
活
動
奨
励
）

�
「（
仮
称
）自
治
基
本
条
例
」
の
制
定

�
陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地
の
現
状
規

　

模
堅
持
に
向
け
た
要
請
活
動

行
政
の
ま
ち
づ
く
り

�
第
５
次
上
富
良
野
町
総
合
計
画
の
策
定

�
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
着
実
な
推
進
と

　

新
計
画
の
策
定

�
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
効
率
的
な
行
政

　

運
営
の
推
進

�
町
有
財
産
の
有
効
活
用（
遊
休
町
有
地
の

　

売
却
処
分
）

�
行
政
評
価
制
度
の
試
行
と
制
度
化

�
納
税
環
境
の
改
善
と
税
収
等
の
確
保

　
�
コ
ン
ビ
ニ
収
納
シ
ス
テ
ム
の
運
用
拡
大

　
�
町
民
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期

　
　

回
数
の
見
直
し

　
�
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
条
例
の
有

　
　

効
活
用
と
適
正
運
用

�
富
良
野
広
域
連
合
の
設
立
と
円
滑
な
事
務

　

の
移
行（
し
尿
・
生
ご
み
処
理
、公
共
牧
場
、

　

消
防
、
学
校
給
食
）

生
活
環
境
な
ど
の
居
住
環
境
を
整
備

し
、
安
全
で
ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す

町
民
参
加
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す

� �
　
　
 
ににににににににににににににににににににに
創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
ままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

に
創
る
ま
ち

共

　
　
 
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快快
適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適
ななななななななななななななななななななな
ままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

み
よ
い
快
適
な
ま
ち

住
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自
主
財
源

　
�
町
が
自
ら
収
入
で
き
る
お
金

３４.６％

依
存
財
源

　
�
国
や
北
海
道
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ
る
お
金

６５.４％

自主財源　２４億７,７８１万円
依存財源　４６億７,４１９万円

７１億５,２００万円
（前年比較 １４.４％増）

地方交付税　２７億４,０００万円（３８.３％）
　　　　　　　　�使いみちを限定されないお金で、国から
　　　　　　　　　国税の一定割合が交付されます。

国庫支出金　９億４,８０１万円（１３.３％）
　　　　　　　　�特定の事業に充てるため国から交付され
　　　　　　　　　る補助金や負担金

町債　　　　３億３,５６０万円（ ４.７％）
　　　　　　　　�土木工事など多額の経費を必要とすると
　　　　　　　　　き国や金融機関から借り入れるお金

その他の交付金　２億６,９００万円（ ３.８％）

道支出金　　２億２,０１８万円（ ３.１％）
　　　　　　　　�特定の事業に充てるため北海道から交付
　　　　　　　　　される補助金や負担金

地方譲与税　１億６,１４０万円（ ２.２％）
　　　　　　　　�国税として徴収したものを一定の基準で
　　　　　　　　　国から町へ譲与されるお金

町税　　　１０億１,９２０万円（１４.３％）
　　　　　　　�町民の皆さんが納めている税金

分担金及び負担金  ８億２,４６１万円（１１.５％）
　　　　　　　�保育料や土地改良事業の受益者負担金など

諸収入　２億２,８６２万円（ ３.２％）
　　　　　　　　�貸付金の元利収入やその他雑入など

繰入金　２億  ２３７万円（ ２.８％）
　　　　　　　　�積み立てている基金（貯金）から取り崩した分など【内訳は右下表】

使用料及び手数料　  １億３,０８２万円（ １.８％）
　　　　　　　　�公共施設の使用料やごみ処理手数料など

繰越金　                         ６,０００万円（ ０.８％）

財産収入･寄付金　        １,２１９万円（ ０.２％）

平
成
平
成　

年
度
年
度

２０２０

一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算

問合せ　　総務課企画財政班　��６９８０
ホームページ
http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp

基金の使いみち取り崩し額区　分

補償金免除繰り上げ償
還経費

１億７,６２１万

円
減債基金

農地・水・環境保全向
上対策事業３００万円農業振興基金

特
定
目
的
基
金

姉妹校交流推進事業
(津市安東小学校訪問)５１万円国内外交流推進基金

しろがね土地改良事業
負担分２,０００万円国営土地改良事業負担

金基金
児童生徒表彰、子ほめ
事業(発明工夫展表彰)１５万円児童生徒教育振興基金

母子保健事業（妊婦健
診等）２５０万円地域福祉基金

２億 ２３７万円合　　計

基金（貯金）の取り崩しの内訳

歳入総額歳入総額

金　額区　分

５億３,３８５万円財政調整基金【突発的な災害や緊急時に備えたり
年度間のお金の不均衡を調整するもの】

２億８,２４７万円減債基金
【借金の返済の増加に備えるもの】

２億  ３１８万円公共施設整備基金特
定
目
的
基
金

【
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
る　

　

も
の
】 ４,３９２万円農業振興基金

６,９４７万円十勝岳地区振興基金

８,６９４万円国内外交流推進基金

２億２,０５９万円国営土地改良事業負担金基金

１,０７６万円児童生徒教育振興基金

１億７,７８４万円地域福祉基金

１６億２,９０２万円合　　計

町の貯金 基基 金金
平成２０年度末予定

（　）は予算構成比

予算額（前年比較） 税　目

５億     ９７５万円（△３,５３０万円）町　民　税

４億    ３３１万円（     ７０１万円）固定資産税

８,０４０万円（△  ９６０万円）た ば こ 税

９００万円（          ０円）入　湯　税

１,６７４万円（       ４１万円）軽自動車税

１０億１,９２０万円（△３,７４８万円）合　計

町税の内訳
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うち給与費
８,５１４万円

うち給与費
９,７３１万円

うち給与費
１億５,７６８万円

うち給与費
９,５９６万円

うち給与費
３億６,４３９万円

うち給与費
１億５,０８１万円

うち給与費
３,４５１万円

うち給与費
２,５０６万円

給与費合計　１０億１,０８６万円（前年比較 ７.４％減）
�上記の予算額には、給与費が含まれています。

７１億５,２００万円
（前年比較 １４.４％増）

土木費 １３億 ２５４万円（１８.２％）土木費　　１３億   ２５４万円（１８.２％）
　　　　　　　�道路、河川、公園、公営住宅など

農林業費 １２億６,５４８万円（１７.７％）農林業費　１２億６,５４８万円（１７.７％）
　　　　　　　�農林業振興、農業委員会活動など

公債費 １１億１,１７３万円（１５.５％）公債費　　１１億１,１７３万円（１５.５％）
　　　　　　　�町が借りたお金の返済など

民生費 ９億５,８０９万円（１３.４％）民生費　　９億５,８０９万円（１３.４％）
　　　　　　　�高齢者、障がい者、子育て支援など

衛生費 ８億８,９４９万円（１２.５％）衛生費　　８億８,９４９万円（１２.５％）
　　　　　　　�ごみ処理、上水道、健康管理など

消防費　　２億６,９２９万円（ ３.８％）
　　　　　　　�消防活動など

商工費　　１億８,８８１万円（ ２.６％）
　　　　　　　�商工業、観光、企業誘致など

議会費　　       ７,８０４万円（ １.１％）
　　　　　　　�議会運営、議会だより発行など

予備費　　       ２,０００万円（ ０.３％）

諸支出金　　      ９４１万円（ ０.１％）
　　　　　　　�教員･職員住宅建設に伴う返還金など

労働費　　           ５４万円（ ０.０％）
　　　　　　　�労働者育成など

教育費　　４億５,９７４万円（ ６.４％）
　　　　　　　�学校、給食センター、スポーツ、文化振興など

総務費 ５億９,８８４万円（８.４％）総務費　　５億９,８８４万円（ ８.４％）
　　　　　　　�全般的な行政経費、交通安全など

事業内容予算額事業名

妊婦健康診査の公費負
担拡充と指導体制強化３６６万円母子保健事業

町内３保育所での一時
保育の実施５４万円一時保育事業

高齢者に対する肺炎球
菌の予防接種実施６０万円予防接種事業

駐屯地の現状規模堅持
運動の強化１５６万円基地対策事業

遊休町有地の公売等に
向けた測量等の実施２２０万円町有財産有効活用

事業
町税等の納期回数の増
により納税しやすい環
境の整備

６２万円町税システム改修
事業

新たな特別支援教室設
置のため備品等整備１５６万円特別支援教育事業

南町３丁目住居表示１６２万円住居表示整備事業

 主な「政策調整枠」事業
　　　　　�町長の政策判断により予算化した事業

歳出総額歳出総額

金　額区　分

８７億９,８３０万円一 般 会 計

６億８,１７１万円簡易水道事業
特
別
会
計

３０億３,６０２万円公共下水道事業

７,０８４万円ラベンダーハイツ事業

４,１９８万円病院事業企
業
会
計 ７億７,８９６万円水道事業

１３４億  ７８１万円合　　計

町の借金 町町 債債
平成２０年度末予定

（　）は予算構成比

防衛省関係補助金等
総額７億９,５４５万円

　町に自衛隊駐屯地や演習場があることにより交
付されています。歳入の国庫支出金及びその他の
交付金に含まれています。

�調整交付金事業（一般会計分）
　　街路灯整備　　　　　　　　　　      ２７０万円
　　道路側溝整備　　　　　　　　　      ９００万円
　　消防車両等購入　　　　　　　　      ７００万円
　　教育用コンピュータ整備（上富良野小学校）
　　　　　　　　　　　　　　　　　   １,０００万円
　　扇町通り改良舗装　　　　　　　   １,６５０万円
　　にしまち公園トイレ水洗化　　　       ２７０万円
　　スクールバス購入　　　　　　　１,７１０万円
　　じん芥収集車両購入　　　　　　   １,３００万円
　　給食センター調理機器等整備　　       ８００万円
�民生安定施設整備事業
　　演習場周辺農業用施設設置助成（農業用機械）
　　　　　　　　　　　　　　　   １億３,１９５万円
�防音事業
　　東中中学校講堂防音復旧（実施設計）   ７６万円
�障害防止事業
　　北２４号排水路支線整備　　　　 １億  ２９６万円
　　中の沢排水路整備　　　　  　  ２億３,４３４万円
　　東１線排水路整備　　　　       　   ２,６５６万円
�上富良野演習場障害防止事業
　　南部地区土砂流出対策　　       １億３,０２６万円
�防音事業関連維持費
　　騒音防止対策事業関連維持費（保育所･小学　
　　校･中学校）　　　　　　　　　  　　 ２７２万円
�国有提供施設等所在市町村交付金（一般財
　源）　　　　　　　　　　　　       ７,９９０万円

�  広報かみふらの ２００８.４



歳
入
の
特
徴

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
額
は　

２０

７１

億
５
千　

万
円
で
、
前
年
対
比　

・
４
％
の

２００

１４

増（
９
億　

万
円
増
）と
な
り
、
５
年
ぶ
り
で

２００

前
年
度
予
算
を
上
回
る
規
模
と
な
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
特
殊
な
要
因
と
し
て
、

�
畜
舎
の
増
設
な
ど
の
施
設
整
備
を
行
う
国

　

の
「
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業
」

　

の
実
施　
　
　
　
　
　

７
億
６
千　

万
円

４０４

�
高
金
利
の
地
方
債（
借
金
）を
繰
り
上
げ
償

　

還
す
る
た
め
、
減
債
基
金（
借
金
の
返
済

　

の
増
加
に
備
え
て
積
み
立
て
て
い
た
町
の

　

貯
金
）を
取
り
崩
し
た
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
７
千　

万
円

６２１

を
含
ん
で
い
る
た
め
で
、
こ
れ
ら
を
除
く
と

実
質
的
に
は
前
年
対
比
０
・
６
％
減（
３
千　
８２５

万
円
減
）の「
抑
制
型
予
算
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入（
町
に
入
る
お
金
）予
算

の
特
徴
は
、
国
の
方
針
で
新
た
に「
地
方
再
生

対
策
費
」
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
地
方

交
付
税
５
千　

万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま

５００

す
が
、
町
税
に
お
い
て
は
前
年
度
よ
り
３
千

　

万
円
の
減
と
な
る
た
め
、
一
般
財
源（
町
が

７４８自
由
に
使
え
る
お
金
）と
し
て
は
横
ば
い
傾

向
で
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
歳
出（
町
で
使
う
お
金
）で
は
、
昨

年
度
か
ら
導
入
し
た
、
予
算
枠
を
各
課
単
位

に
配
分
す
る
「
予
算
枠
配
分
方
式
」
を
強
化

徹
底
し
、「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
各
事
務
事

業
の
評
価
や
点
検
を
行
い
、
一
層
の
効
率
化

を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
主
な
新
規
事
業
と
し
て
、

�
４
月
か
ら
新
し
く
始
ま
っ
た
「
後
期
高
齢

　

者
医
療
制
度
に
対
す
る
給
付
費
」

�
町
立
病
院
の
経
営
安
定
対
策
と
し
て
「
療

　

養
型
病
床
を
小
規
模
老
人
保
健
施
設
に
転

　

換
す
る
た
め
の
整
備
に
対
す
る
出
資
等
」

�
「
高
金
利
の
地
方
債
の
繰
り
上
げ
償
還
」

�
上
富
良
野
小
学
校
「
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

　

タ
整
備
」

�
学
校
に
対
す
る
指
導
・
助
言
及
び
学
校
・

　

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
強
化
の
た
め
「
学

　

校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
設
置
」

�
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
更
新（
２
台
）」

�
「
富
町
団
地
町
営
住
宅
整
備（
１
棟　

戸
）」

１０

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
長
の
政
策
判
断
の
も
と
予
算
化

で
き
る
「
政
策
調
整
枠
」
事
業（
７
ペ
ー
ジ
左

上
表
参
照
）と
し
て
、
一
時
保
育
事
業
の
実
施

や
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
拡
充
及
び
指

導
体
制
の
強
化
な
ど
真
に
必
要
な
子
育
て
支

援
策
の
充
実
等
に
財
源
を
充
て
て
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
歳
入
に
見

合
っ
た
歳
出
構
造
へ
の
転
換
と
い
う
目
標
の

達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
各
課
に

お
い
て
主
体
的
な
判
断
の
も
と
枠
配
分
予
算

の
目
標
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
人
件
費
の

削
減
に
つ
い
て
も
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
各
基
金（
貯
金
）の
取
り

崩
し
額
は
高
金
利
地
方
債
の
繰
り
上
げ
償
還

の
財
源
に
充
て
る
減
債
基
金
１
億
７
千　

万
６２１

円
を
除
く
と
、
特
定
の
事
業
実
施
の
た
め
に

活
用
す
る
各
目
的
基
金
か
ら
の
２
千　

万
円

６１６

を
取
り
崩
す
こ
と
に
と
ど
め
、
基
金
に
依
存

し
な
い
財
政
運
営
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。（
６
ペ
ー
ジ
右
下
表
参
照
）

　

ま
た
、
本
年
度
実
施
す
る
富
町
団
地
町
営

住
宅
整
備
事
業
で
は
、
そ
の
財
源
と
し
て
借

り
入
れ
る
地
方
債
の
額
を
５
千　

万
円
程
度

１００

抑
制
し
、
高
金
利
の
地
方
債
の
繰
り
上
げ
償

還
及
び
借
り
換
え
と
合
わ
せ
て
、
将
来
へ
の

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

　

国
に
お
い
て
は
、「
骨
太
方
針
２
０
０
７
」

に
よ
る
歳
入
歳
出
一
体
改
革
の
中
で
、
地
方

財
政
の
全
体
的
な
動
向
は
抑
制
の
方
向
に
あ

平
成
平
成　

年
度
は

年
度
は

２０２０

「
抑
制
型
予
算
」

「
抑
制
型
予
算
」

　
　
　
　
　

そ
の
中
身
は
…

そ
の
中
身
は
…

効果見込み額繰り上げ償還
予定額会計名

１,４０４万円８,７０２万円一般会計

２５７万円１,０３９万円簡易水道事業

２億３,３２８万円８億    ５７万円公共下水道事業

１億３,２８２万円３億９,９６６万円水道事業

４８６万円５,１４０万円病院事業

３億８,７５７万円１３億４,９０４万円合　計

繰り上げ償還による効果額
[平成１９年度～平成２１年度まで３年間]

る
た
め
、
今
後
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体

財
政
健
全
化
法
が
成
立
し
、
平
成　

年
度
の

２０

決
算
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
本
町
に
お

い
て
も
常
に
危
機
感
を
も
っ
て
、
引
き
続
き

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
ぜ
、
金
利
の
高
い
地
方
債（
借
金
）を
今
ま
で

繰
り
上
げ
償
還
せ
ず
に
い
た
の
で
す
か
？

　

こ
れ
ま
で
は
、
国
な
ど
か
ら
借
り
て
い
る
公

的
資
金（
借
金
）の
繰
り
上
げ
償
還
を
す
る
に

は
、
今
後
支
払
う
べ
き
利
子
の
相
当
分
を
補
償

金
と
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
許
可
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま

１９

２１

で
の
３
年
間
は
特
例
措
置
と
し
て
、
高
金
利

（
年
利
５
％
以
上
）の
公
的
資
金
の
繰
り
上
げ
償

還
に
は
補
償
金
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
作
ら
れ

た
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
町
は
こ
の
制
度
を

利
用
し
て
、
繰
り
上
げ
償
還
や
低
金
利
な
資
金

へ
の
借
り
換
え
を
行
い
、
将
来
の
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。

繰
り
上
げ
償
還
な
ど
で
将
来

の
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す

歳
出
の
特
徴

前
年
よ
り　

・
４
％
増　

し
か
し

１４

実
質
は
前
年
よ
り
０
・
６
％
の
減

広報かみふらの ２００８.４   �



見直し予定額項　　　　　　　目

４７０万円
�新議員定数１４人体制への組み替え
�議会の各委員会研修等の見直し
�国民保護協議会の開催方法の見直し

行政委員会・附属
機関等の見直し

５,１００万円

�職員定数適正化計画に基づく職員数の削減　２０８人�２０４人
�地域給導入に伴う現給補償制度の見直し
�技能労務職の給与見直し
�時間外勤務手当の総額抑制
�定数外職員賃金の見直し

人件費の抑制

８６０万円

�交際費・食糧費・通信運搬費・消耗品費等の縮減
�施設管理委託経費等の見直し（積算基準の見直し、長期継続契約の拡大等）
�私用車の公用利用の制度化
�公用車両の台数削減
�道路管理、除排雪業務の手法の見直し

経常経費の見直し

８５０万円

�地域福祉推進事業　�　社会福祉協議会補助へ移行
�町観光ホームページ管理運営　�　かみふらの十勝岳観光協会運営補助へ移行
�Ｂ＆Ｇ体験航海派遣事業補助　�　全額自己負担へ
�補助効果達成による廃止
　�児童入所委託施設運営補助
�縮減
　�職員互助会補助　　　�労働者団体育成補助　　　　�奨励作物振興事業補助
　�商工振興事業補助　　�私立幼稚園特別活動補助　　�子ども会育成協議会補助
　�自主企画芸術鑑賞事業補助　　�スポーツ教室開催補助
　�スポーツ指導者養成補助　　　�学校給食会運営費補助
　�介護保険在宅サービス利用負担軽減補助など
�負担金の見直し

補助金等の見直し

�収納環境の整備　�　納期回数の増収納対策の強化

�高金利地方債の繰り上げ償還
�起債発行額の抑制

財政運営の改善

平成１９年度の行財政改革の成果については、広報かみふらの７月号でお知らせします。

現行財政改革実施計画は、平成２０年度で最終年度を迎えました。
計画に掲げた目標の達成に向けて、本年度においても様々な見直し改善を進めていきます。
平成２０年度予算は、これらを反映しながら編成されており、行財政改革による見直し予定額は総額で７,２８０万円となっています。

平成２０年度行財政改革の主な内容平成２０年度行財政改革の主な内容

判断基準上富良野町
の数値４つの指標

１５％以上は早期健全化団体
２０％以上は財政再生団体

0%実質赤字比率
【普通会計の赤字の割合】

２０％以上は早期健全化団体
３０％以上は財政再生団体

0%連結実質赤字比率
【特別会計・企業会計を含めたすべての会計
　の赤字総額の割合】

２５％以上は早期健全化団体
３５％以上は財政再生団体１６.９％

実質公債費比率
【特別会計・企業会計を含めたすべての会計
　の地方債(借金)の実償還額(返済額)の割合】

３５０％以上は早期健全化団体１４７.１％将来負担比率
【町が将来負担すべき実質的な負債の割合】◎

◎

�「早期健全化団体」は黄信号
　　　財政健全化に向けた計画を町が自ら作ります。ただし、健全化が困難になりそうなときは国や道が必要な勧告を行います。
�「財政再生団体」は赤信号　
　　　国の管理の下で再建に取り組みます。町は財政再生に向けた計画を作りますが、これには国の同意が必要です。財政の運　
　　営には厳しい制限が設けられます。

上富良野町は大丈夫？　　�平成１８年度決算の数値で試算�

財政健全化判断新基準財政健全化判断新基準
　自治体財政健全化法が制定され、平
成２０年度決算から適用されます。
　健全化を判断するための４つの指標
のうち、１つでも基準値を超えた場合、
再生計画等を策定し、赤字解消に向け
た厳しい対応が求められることから、
健全な財政の維持は極めて重要となり
ます。
 　本町の数値は、平成１８年度決算額で
試算すると右表のとおり健全といえま
すが、油断はできません。

�一部算定方法が未確定のため、数値が変動する場合があります。

◎
◎
【2.4％の黒字】

【９.９％の黒字】

�  広報かみふらの ２００８.４
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一
時
・
特
定
保
育
事
業
の
実
施

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
子
育
て
支
援

子
育
て
を
力
強
く
応
援
し
ま
す

�
問
合
せ

　

詳
し
く
は
、
各
保
育
所
、
保
健
福
祉
課
子

育
て
支
援
班�
�
６
９
８
７
ま
で
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

一一
時時
・・
特特
定定
保保
育育
のの
おお
知知
らら
せせ

〜〜
４４
月月
かか
らら
スス
タタ
ーー
トト
しし
まま
しし
たた
〜〜

�
利
用
対
象
児
童
・
利
用
期
間

・
一
時
保
育

　

０
歳（
概
ね
６
か
月
以
上
）か
ら
小
学
校
就

学
前
の
集
団
保
育
が
可
能
な
児
童
。

　

原
則
、
週
３
日
又
は
月　

日
以
内
の
保

１２

育
。

　

４
月
か
ら
新
た
に
、
保
護
者
の
就
労
形
態

の
多
様
化
や
傷
病
な
ど
に
よ
る
緊
急
の
保
育

需
要
、
育
児
負
担
を
解
消
す
る
た
め
の
保
育

需
要
に
対
応
す
る
た
め
、『
一
時
・
特
定
保

育
』
を
実
施
し
ま
す
。

�
実
施
日
時

　

月
曜
日
〜
土
曜
日
、
８
時
〜　

時　

分

１７

３０

　

※
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、
そ
の
他

　

保
育
所
行
事
や
保
育
所
定
員
な
ど
に
よ
り

　

利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

�
利
用
料
金

・
一
時
保
育

　

４
時
間
未
満（
３
歳
未
満
児
）…
１
千　

円
５００

　

４
時
間
未
満（
３
歳
以
上
児
）…
１
千
円

　

４
時
間
以
上（
３
歳
未
満
児
）…
３
千
円

　

４
時
間
以
上（
３
歳
以
上
児
）…
２
千
円

　

給
食
代（
完
全
給
食
）…　

円
３００

　

お
や
つ
代
…
午
前　

円
、
午
後　

円

５０

５０

　
（
※
午
前
の
お
や
つ
は
、
３
歳
未
満
児
の

　
　

み
で
す
。）

・
特
定
保
育

　

月
額（
３
歳
未
満
児
）…
２
万
円

　

月
額（
３
歳
以
上
児
）…
１
万
４
千
円

（
※
月
額
に
給
食
代
、
お
や
つ
代
を
含
ん
で

　

い
ま
す
。）

※
利
用
料
金
は
、
一
時
保
育
、
特
定
保
育
と

　

も
前
払
い
と
な
り
ま
す
。

　

欠
席
さ
れ
た
場
合
も
、
原
則
返
金
で
き
ま

　

せ
ん
。

・
特
定
保
育

　

一
定
程
度（
１
か
月
あ
た
り
概
ね　

時
間

６４

以
上
）の
日
時
に
つ
い
て
、
児
童
を
保
育
す

�
登
録
・
申
込
み

　

利
用
日
の
３
日
前
ま
で
に
、
実
施
保
育
所

へ
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

初
回
利
用
時
は
、
児
童
の
健
康
状
態
や
普

段
の
生
活
状
況
を
把
握
し
て
お
く
た
め
、
事

前
登
録
申
請
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
利
用
の
申
請
に
は
、
①
印
鑑
、
②

健
康
保
険
証（
写
し
）、
③
利
用
料
金
、
④
児

童
の
健
康
状
態
に
よ
り
母
子
手
帳
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
同

居
の
親
族
そ
の
他
の
者
が
保
育
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
０
歳
（
概
ね
６
か

月
以
上
）
か
ら
小
学
校
就
学
前
の
集
団
保
育

が
可
能
な
児
童
。

　

月　

日
以
内
で
の
保
育
。

１２

【実施日時】
月～土曜日、８時～１７時３０分
※日曜日、祝日、年末年始は利用できません

【一時・特定保育の実施保育所】
�中央保育所 富町１丁目４番９０号 ��２０７４
�西保育園 泉町１丁目５番１５号 ��４０７２
�わかば愛育園 旭町３丁目５番４３号 ��２８０３



助
成
内
容

料金対象日程種類

６９歳以下
　１,５００円

７０歳以上
　  ７５０円

３０歳以上

５月２１日（水）
６：００～６：３０
７：００～７：３０
８：００～８：３０

胃がん
検診

６９歳以下
　１,０００円

７０歳以上
　  ５００円

４０歳以上
５月２１日（水）
６：００～８：３０

大腸がん
検診

６９歳以下
　３,７００円

７０歳以上
　１,８５０円

子宮がん
 ２０歳以上

乳がん
 ４０歳以上

５月２８日（水）
旭川がん検診
センター

７：１０出発
（バスで送迎）

子宮がん
乳がん
同時検診

�７０歳以上は、昭和１４年４月１日以前生まれの方です。
�子宮がん検診、乳がん検診は、２年に１度の受診が目安です。

問問問問問問問問問問合合合合合合合合合合せせせせせせせせせせ 保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉課課課課課課課課課課健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進班班班班班班班班班班問合せ　保健福祉課健康推進班　����������������������６６６６６６６６６６９９９９９９９９９９８８８８８８８８８８７７７７７７７７７７６９８７

対
象
者　
　

町
内
に
住
所
の
あ
る
妊
婦（
母

　
　
　
　
　

子
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
方
）

交
付
時
期　

２
回
に
分
け
て
交
付
し
ま
す
。

　
　
�
母
子
手
帳
交
付
時（
妊
娠　

週
ま
で
）

１５

　
　
�
中
期
妊
婦
相
談
日（
妊
娠　

週
ま
で
）

２７

窓
口
・
時
間　

　
　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

　
　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

�
助
産
師
等
に
よ
る
妊
婦
相
談
を
行
い
、
母

　

子
の
安
全
な
妊
娠
・
出
産
と
健
や
か
な
発

　

達
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　第３期　中学１年生に相当する年齢の者（年度内に１３歳になる者）

平成２４年度平成２３年度平成２２年度平成２１年度平成２０年度

平成１１年４月２日～
平成１２年４月１日生

平成１０年４月２日～
平成１１年４月１日生

平成９年４月２日～
平成１０年４月１日生

平成８年４月２日～
平成９年４月１日生

平成７年４月２日～
平成８年４月１日生

　第４期　高校３年生に相当する年齢の者（年度内に１８歳になる者）

平成２４年度平成２３年度平成２２年度平成２１年度平成２０年度

平成６年４月２日～
平成７年４月１日生

平成５年４月２日～
平成６年４月１日生

平成４年４月２日～
平成５年４月１日生

平成３年４月２日～
平成４年４月１日生

平成２年４月２日～
平成３年４月１日生

　

麻
し
ん
は
「
は
し
か
」
と
も
呼
ば
れ
、
麻

し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
起
こ
る
感
染
症
で

す
。
同
じ
部
屋
に
い
る
だ
け
で
感
染
す
る
ほ

ど
感
染
力
が
強
く
、
免
疫
が
な
い
と
必
ず
か

か
る
重
い
病
気
で
す
。

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成　

年
３
月

２０

２５

　

日
ま
で
、
５
年
間
の
期
限
つ
き
で
、
中
学

３１１
年
生
相
当（
年
度
内
に　

歳
に
な
る
者
）、

１３

高
校
３
年
生
相
当（
年
度
内
に　

歳
に
な
る

１８

者
）が
予
防
接
種
の
対
象
者
と
な
り
ま
し
た
。

�
１
回
の
接
種
で
免
疫
が
つ
か
な
か
っ
た
お

　

子
さ
ん
に
免
疫
を
与
え
ま
す
。

�
１
回
の
接
種
で
免
疫
が
つ
い
た
に
も
か
か

　

わ
ら
ず
、
そ
の
後
免
疫
が
弱
く
な
っ
た
お

　

子
さ
ん
に
刺
激
を
与
え
、
免
疫
を
強
固
な

　

も
の
に
し
ま
す
。

�
予
防
接
種
を
受
け
そ
び
れ
た
お
子
さ
ん
に

　

も
う
一
度
接
種
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ま
す
。

　

今
年
度
対
象
の
方
に
つ
い
て
は
、
４
月
中

に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

　

料
金
は
無
料
で
す
。

元
気
な
子
ど
も
の
出
産
応
援

健
診
の
助
成
回
数
を
増
や
し
ま
す

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間
に
限
り

２０

中
１
・
高
３
で
麻
し
ん
の
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す

な
ぜ
、
２
回
接
種
な
の
？

平
成　

年
３
月　

日
の
受
診
ま
で

２０

３１

　
�
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票　

１
枚

　
�
出
産
予
定
日
に　

歳
以
上
の
妊
婦

３５

　
　

に
超
音
波
検
査
受
診
票　

１
枚

平
成　

年
４
月
１
日
の
受
診
か
ら

２０

�
町
民
税
非
課
税
世
帯（
世
帯
員
全
員
）

　

又
は
町
民
税
の
所
得
割
が
か
か
ら
な

　

い
世
帯（
世
帯
員
全
員
）

　
�
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票　

５
枚

　
�
超
音
波
検
査
受
診
票　
　

５
枚

�
右
記
以
外
の
一
般
世
帯

　
�
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票　

３
枚

　
�
出
産
予
定
日
に　

歳
以
上
の
妊
婦

３５

　
　

に
超
音
波
検
査
受
診
票　

１
枚

�

妊
婦
健
診

予
防
接
種
は
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

平成２０～２４年度対象者早見表

がん検診 毎
週
火
曜
日　

午
前
９
時
〜
９
時　

分
４５

麻
し
ん

�  広報かみふらの ２００８.４

印
鑑
が

必
要
で
す



カメラカメラ
見てあるき見てあるき

LookLook
Walk Walk

広報かみふらの ２００８.４   �

地域活動の取り組みを
カメラ見てあるき Photo Information

町民と協働による明るく元気なまちづくりをめざして
いろんな情報の共有化と交流・コミュニケーションとして
地域の皆さんの様々な活動をお知らせします
また各町内会、団体による活発な活動情報をお待ちしています
町民生活課自治推進班��６９８５まで

　

町
、
商
工
会
、
か
み
ふ
ら
の
十
勝
岳

観
光
協
会
、
ふ
ら
の
農
業
協
同
組
合
の

４
団
体
で
構
成
す
る
地
産
地
消
推
進
協

議
会
で
は
、
地
元
の
農
畜
産
物
を
活
用

し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

商
工
会
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、

特
に
『
か
み
ふ
ら
の
ポ
ー
ク
』
を
食
材

に
し
た
名
物
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
て
、

知
名
度
を
上
げ
よ
う
と
札
幌
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
の
葛
原
シ
ェ
フ
を
招
き
、
試
作

料
理
を
作
っ
て
い
ま
す
。
豚
肉
洋
風
茶

巾
、
ぶ
た
肉
マ
ン
、
塩
漬
け
肉
の
ぶ
た

丼
な
ど
試
作
し
て
試
食
会
。

　
『
か
み
ふ
ら
の
ポ
ー
ク
』の
地
元
飲
食

店
へ
の
流
通
改
善
等
も
含
め
、
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
っ
て
の
取
り
組
み
を
。

３／２４

豚
肉
活
用
セ
ミ
ナ
ー

オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
を

住
民
会
、
各
種
団
体
・
組
織
、
行
政
が
連
携
し
た

町
民
主
体
の
『
協
働
』
ま
ち
づ
く
り
に
は
皆
さ
ん
の
参
加
が

必
要
で
す
。

自
治
推
進
班
で
は
、
地
域
活
動
を
支
援
し
、
情
報
の
共
有
化

と
情
報
交
流
に
よ
る
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
の
活
動
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
広
報
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

２／２１

上
富
良
野
産
豚
肉
活
用
セ
ミ
ナ
ー

ア
イ
デ
ア
料
理
で
名
物
メ
ニ
ュ
ー
を

地域の活動や取り組み情報をお寄せください。
『広報かみふらの』で、情報とコミュニケーション。
町民皆さんと一緒に紙面を作っていきたいと思います。

�問合せ 町民生活課自治推進班��6985



�  広報かみふらの ２００８.４

　

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
に
よ
る
『
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
』
が
、
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
第
２
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

ク
ー
ル
に
は
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
メ
ン
バ
ー

が
参
加
さ
れ
、
北
消
防
署
の
救
急
救
命

士
に
よ
る
「
救
命
講
習
」
を
実
施
。
心

肺
蘇
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
実
際
の
現
場

を
想
定
し
て
応
急
手
当
を
学
ん
で
い
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
事

務
局
・
社
会
福
祉
協
議
会
）で
は
、
地
域

福
祉
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

普
及
と
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

３／１５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

応
急
手
当
の
講
習

　

町
内
の
自
衛
隊
関
係
団
体
の
皆
さ
ん

に
よ
り
、
上
富
良
野
駐
屯
地
の
現
状
規

模
の
堅
持
を
求
め
る
住
民
署
名
活
動
を

町
内
各
ス
ー
パ
ー
店
前
で
行
い
ま
し

た
。

　

富
良
野
地
方
自
衛
隊
協
力
会
と
商
工

会
で
は
「
削
減
ス
ト
ッ
プ
！
駐
屯
地
」

の
ノ
ボ
リ
旗
を
そ
れ
ぞ
れ　

本
作
製
。

１００

駐
屯
地
の
部
隊
が
削
減
さ
れ
る
と
地
域

へ
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
ノ
ボ

リ
旗
と
合
わ
せ
て
、
現
状
規
模
堅
持
の

署
名
運
動
に
つ
い
て
、
多
く
の
町
民
に

協
力
・
支
援
の
お
願
い
を
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
署
名
を
い
た
だ
い

た
要
請
書
は
、
４
月　

日
に
防
衛
省
へ

２２

行
き
提
出
す
る
予
定
で
す
。

３／１６

署
名
活
動

削
減
ス
ト
ッ
プ
駐
屯
地

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
に
よ
る
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
が
社
会
教
育
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
、
指
導
者
ら

約　

名
が
集
ま
り
、
日
頃
練
習
し
て
い

２４０
る
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
３
種
目（
シ
ャ

ワ
ー
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
、
二
人

三
脚
リ
レ
ー
）
に
よ
り
得
点
を
競
い
、

昼
食（
豚
汁
な
ど
）を
食
べ
て
、
楽
し
く

交
流
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

メ
ン
バ
ー
も
入
れ
替
わ
り
ま
す
が
、
指

導
者
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向

か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
現
在　

の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
あ
り

１３

　

そ
れ
ぞ
れ
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

３／２２

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ゲ
ー
ム

　

十
勝
岳
温
泉
郷
４
軒
合
同
に
よ
る
湯

喜（
ゆ
き
）ま
つ
り
が
、
白
銀
荘
と
キ
ャ

ン
プ
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
餅
つ
き
大
会
に
も
多
く
の
人
が
参

加
。
で
き
た
お
餅
は
、
納
豆
餅
や
き
な

粉
餅
に
し
て
来
場
者
に
無
料
配
布
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
餅
の
ほ
か
に

豚
汁
な
ど
も
無
料
サ
ー
ビ
ス
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
の

ス
ノ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
雪
中
宝
さ
が

し
に
大
喜
び
。
イ
ベ
ン
ト
で
の
外
遊
び

に
夢
中
の
様
子
で
し
た
。

　

残
雪
を
踏
み
し
め
な
が
ら
十
勝
岳
の

大
自
然
を
満
喫
し
、
温
泉
で
体
と
心
を

癒
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

３／２３

春
は
ま
だ
ま
だ
…

湯
喜（
ゆ
き
）ま
つ
り



広報かみふらの ２００８.４   �

in
fo
rm
a
tio
n

お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お
し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ

請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
納
付
を

猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
ず
に

い
る
と
、
万
一
、
病
気
や
ケ
ガ
で
重

い
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ

れ
た
期
間
は
障
害
年
金
の
受
給
資
格

要
件
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

学
生
で
あ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
必
ず
学
生
納
付
特

例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
で
育
て
た
美
味
し
い
上
富
良

野
産
の
お
米（
紫
苑
米
）を
食
べ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

上
富
良
野
町
水
田
農
業
推
進
協
議

会
で
は
、
次
の
と
お
り
『
田
ん
ぼ

オ
ー
ナ
ー
』
を
募
集
し
ま
す
。

　

田
ん
ぼ
オ
ー
ナ
ー
は
、
田
植
え
や

稲
刈
り
な
ど
を
家
族
で
共
同
作
業
を

体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
シ
ー
ズ
ン

を
通
し
て
水
稲
の
育
ち
方
を
観
察

し
、
地
元
農
産
物
や
食
へ
の
関
心
を

図
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

秋
に
は
収
穫
さ
れ
た
お
米
が
、

オ
ー
ナ
ー
の
も
と
に
届
き
ま
す
。

募
集
口
数　
　

口（　

組
）

１５

１５

国
民
年
金

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

旭
川
社
会
保
険
事
務
所

�
０
１
６
６�
１
６
１
１

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す

か
　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

は
、　

歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
国
民

２０

年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料

の
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
生
に
つ
い
て
は
、
申

相
談
窓
口

相
談
窓
口
の
共
同
利
用
案
内

保
健
福
祉
課
・
町
民
生
活
課

�
�
6
９
８
７
・
６
９
８
５

　

町
民
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
相
談
に
つ

い
て
は
、
役
場
の
各
担
当
課
や
社
会

福
祉
協
議
会
の
心
配
ご
と
相
談
で
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
富
良
野
市
の
相
談
窓
口
も

あ
わ
せ
て
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
２
日
曜
日

　
　
　
　

時
〜　

時

１１

１５

連
絡
先　
�
�
２
３
０
１

オ
ー
ナ
ー
金
額　

１
口
４
千　

円
２００

田
ん
ぼ
面
積　

１
口　

坪（　

㎡
）

１０

３３

最
低
保
証
数
量　

玄
米　
�１４

　

※
精
米
換
算　
�１２

場
所　

東
３
線
北　

号
２１

申
込
受
付

　

４
月　

日（
月
）か
ら
受
け
付
け
を

２１

開
始
し
ま
す
の
で
、
産
業
振
興
課
農

業
振
興
班�
�
６
９
８
４
ま
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
初
め
て
学
生
納
付
特
例
を
申
請
す

る
方

　

学
生
証
又
は
在
学
証
明
書
・
年
金

手
帳
・
印
鑑
を
持
参
の
上
、
町
民
生

活
課
総
合
窓
口
班
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
対
象
と
な
る
の
は
、
大
学
、
短
期

　

大
学
、
大
学
院
、
高
等
学
校
、
専

　

修
学
校
、
各
種
学
校
に
在
学
す
る

�
富
良
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

訪
問
販
売
、
通
信
販
売
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
、
契
約
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所　

富
良
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
富
良
野
文
化
会
館
隣
）

日
時　
　

時
〜　

時

１０

１６

　
　
　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

連
絡
先　
�
�
１
１
６
６

�
消
費
者
相
談（
町
民
生
活
課
）

　

訪
問
販
売
、
通
信
販
売
の
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
手
続
き
方
法
な
ど
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

場
所　

町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

日
時　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

３０

　
　
　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

連
絡
先　
�
�
６
９
８
５　

オ
ー
ナ
ー
募
集

田
ん
ぼ
オ
ー
ナ
ー

産
業
振
興
課 
農
業
振
興
班

�
�
６
９
８
４

申
請
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
す

●
平
成　

年
度
に
学
生
納
付
特
例
制

１９

度
の
承
認
を
受
け
た
方

　

引
き
続
き
平
成　

年
度
も
同
じ
学

２０

校
に
在
学
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
送
ら
れ
る
学

生
納
付
特
例
申
請
書（
ハ
ガ
キ
）に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
送
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
平
成　

年
度
も

２０

学
生
納
付
特
例
申
請
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

�
富
良
野
市
市
民
相
談
室

　

家
庭
内
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
問

題
、
離
婚
問
題
、
借
地
借
家
の
問
題
、

交
通
事
故
の
問
題
、
金
銭
の
貸
借
や

隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

場
所　

富
良
野
市
役
所

　
　
　

市
民
課
市
民
相
談
室

日
時　

９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１６

３０

　
　
　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

連
絡
先　
�
�
２
３
０
１

�
無
料
法
律
相
談

　

全
て
の
民
事
問
題
へ
の
ご
相
談
に

対
し
て
、
弁
護
士
か
ら
法
律
上
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
富
良
野
市
市
民
相
談
室
の

定
期
特
設
相
談
と
し
て
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
。

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

場
所　

富
良
野
市
役
所

　
　
　

市
民
課
市
民
相
談
室

�
心
配
ご
と
相
談

　

家
庭
内
で
の
心
配
ご
と
や
誰
に
も

相
談
で
き
な
い
悩
み
ご
と
な
ど
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
電
話
で
の
ご
相
談
も
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

か
み
ん
１
階
「
相
談
室
」

日
時　

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　

時
〜　

時

１３

１６

連
絡
先　
�
�
３
５
０
５

�
行
政
相
談

　

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
お
困
り

の
こ
と
や
納
得
の
い
か
な
い
こ
と
な

ど
、『
行
政
相
談
委
員
』
ま
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

か
み
ん
１
階
「
相
談
室
」

日
時　

毎
月
第
１
火
曜
日

　
　
　
　

時
〜　

時

１３

１６

行
政
相
談
委
員　

田
中　

博

　

そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
窓
口
で
は
、
個

人
の
秘
密
や
相
談
内
容
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。　
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東
中
小
学
校（
４
月
１
日
付
）

▽
校
長　

松
井
雅
裕
（
上
川
町
立
上

川
中
学
校
）▽
教
頭　

金
谷　

昭（
北

海
道
教
育
大
学
付
属
旭
川
小
学
校
）

転
出（
３
月　

日
付
）

３１

▽
校
長　

引
地
俊
夫
（
美
瑛
町
立
美

瑛
中
学
校
）▽
教
頭　

本
田
和
子（
旭

川
市
立
旭
川
第
二
小
学
校
校
長
）

▽
会
計
課
長　

佐
藤
憲
治
▽
町
民
生

活
課
長　

尾
崎
茂
雄
▽
建
設
水
道
課

長　

早
川
俊
博
▽
総
務
課
車
両
班
主

幹　

成
田　

裕
▽
教
育
振
興
課
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
ボ
イ
ラ
ー
主
査　

原

　

秀
之
▽
総
務
課　

藤
田
望
美

▽
町
立
病
院
看
護
師
長　

佐
藤
紀
子

▽
町
立
病
院
准
看
護
師　

佐
々
木
須

美
子

新
規
採
用（
４
月
１
日
付
）

▽
総
務
課
総
務
班　

柿
原
恭
平

▽
町
立
病
院
薬
局
長　

坂
田
春
次

（
町
立
病
院
薬
剤
師
長
）
▽
町
立
病

院
看
護
師
長　

坂
田
千
鶴
子
（
町
立

病
院
副
看
護
師
長
）

▽
消
防
本
部
次
長
兼
消
防
課
長　

赤

松
広
樹
（
南
消
防
署
長
）
▽
総
務
課

長　

谷
口　

繁
（
総
務
課
長
兼
消
防

課
長
）
▽
南
消
防
署
長　

杉
木
博
明

（
南
消
防
署
副
署
長
）
▽
消
防
課
長

補
佐　

原　

一
志
（
北
消
防
署
副
署

長
）
▽
南
消
防
署
副
署
長　

新
谷
昌

信
（
消
防
課
長
補
佐
兼
警
防
係
長
）

▽
総
務
課
長
兼
行
財
政
改
革
担
当　

北
川
雅
一
（
総
務
課
長
）
▽
会
計
管

理
者
兼
会
計
課
長　

新
井
久
己
（
行

財
政
改
革
担
当
主
幹
）
▽
町
民
生
活

課
長
兼
収
納
対
策
担
当　

田
中
利
幸

（
収
納
対
策
担
当
主
幹
）
▽
健
康
づ

町
職
員
人
事

総
務
課 
総
務
班�
�
６
４
０
０

人
事
異
動

▽
建
設
水
道
課
長　

北
向
一
博
（
総

務
課
総
務
班
主
幹
）
▽
技
術
審
査
担

当
課
長
兼
建
設
班
主
幹　

松
本
隆
二

（
建
設
班
主
幹
）
▽
総
務
課
総
務
班

主
幹　

服
部
久
和
（
町
民
生
活
課
生

活
環
境
班
主
幹
兼
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
施
設
長
）
▽
総
務
課
車
両
班
主

幹　

青
木
紀
八
郎
（
総
務
課
車
両
班

運
転
技
術
主
査
）
▽
町
民
生
活
課
生

活
環
境
班
主
幹
兼
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
施
設
長　

林　

敬
永
（
教
育
振

興
課
社
会
教
育
班
主
査
）

上
富
良
野
小
学
校（
４
月
１
日
付
）

▽
引
地
晶
子
（
旭
川
市
立
日
章
小
学

校
）
▽
郡　

健
二
郎
（
旭
川
市
立
緑

立
音
威
子
府
小
学
校
）
▽
瀬
波
俊
直

（
美
瑛
町
立
美
進
小
学
校
）
▽
丸
山

賢
悟
（
下
川
町
立
下
川
小
学
校
）

転
出（
３
月　

日
付
）

３１

▽
校
長　

秋
山
芳
子
（
旭
川
市
立
北

鎮
小
学
校
）
▽
山
本
昌
樹
（
旭
川
市

立
永
山
西
小
学
校
）
▽
中
出
い
ず
み

（
留
萌
市
立
沖
見
小
学
校
）

東
中
中
学
校（
４
月
１
日
付
）

▽
教
頭　

山
本
一
人
（
日
高
町
立
清

畠
小
学
校
）
▽
山
崎
裕
志
（
旭
川
市

立
緑
が
丘
中
学
校
）▽
飛
澤
裕
司（
比

布
町
立
比
布
中
学
校
）

転
出（
３
月　

日
付
）

３１

▽
教
頭　

安
達
啓
一
（
和
寒
町
立
和

寒
中
学
校
）
▽
三
村　

勉
（
東
神
楽

町
立
東
聖
小
学
校
）▽
辻
本
万
弓（
む

か
わ
町
立
仁
和
中
学
校
）

江
幌
小
学
校（
４
月
１
日
付
）

▽
校
長　

瀬
尾
祐
二
（
旭
川
市
立
永

山
小
学
校
）
▽
小
西
雄
良
（
斜
里
町

立
斜
里
小
学
校
）

転
出（
３
月　

日
付
）

３１

上
川
南
部
消
防
事
務
組
合
人
事

上
川
南
部
消
防
事
務
組
合

�
�
２
１
１
９

教
職
員
人
事

教
育
振
興
課 
学
校
教
育
班

�
�
６
６
９
９

▽
校
長　

鷲
見
信
夫
（
旭
川
市
立
六

合
中
学
校
）
▽
島
田
建
一
郎
（
下
川

町
立
下
川
中
学
校
）
▽ 

木
志
磨
人

（
士
別
市
立
朝
日
中
学
校
）
▽
三
谷

拓
矢
（
富
良
野
市
立
富
良
野
東
中
学

校
）
▽
藤
山
春
乃
（
富
良
野
市
立
布

礼
別
中
学
校
）
▽
籔
内
充
裕
（
鷹
栖

町
立
鷹
栖
中
学
校
）

転
出（
３
月　

日
付
）

３１

退
職（
３
月　

日
付
）

１１

▽
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
介
護
士　

安

坂
学
志

退
職（
３
月　

日
付
）

３１

転
出（
３
月　

日
付
）

３１

▽
一
永　

明
彦
（
旭
川
市
立
永
山
東

小
学
校
）
▽
岩 

裕
介
（
東
川
町
立

東
川
第
二
小
学
校
）
▽
事
務
職
員　

若
林
和
博
（
旭
川
市
立
緑
が
丘
小
学

校
）

上
富
良
野
中
学
校（
４
月
１
日
付
）

化
粧
品
び
ん

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
６
９
８
５

リ
サ
イ
ク
ル

　

こ
れ
ま
で
不
燃
ご
み
に
分
別
し
て

い
た
「
化
粧
品
の
び
ん
」
で
す
が
、

空
き
び
ん
と
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
化
粧
品
の
び
ん
」
は
、「
空
き
び

ん
」
と
し
て
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

①
中
身
を
使
い
切
る

②
キ
ャ
ッ
プ
を
取
る

③
中
を
洗
っ
て
汚
れ
を
落
と
す

④
空
き
び
ん
収
集
日
に
ご
み
ス
テ
ー

　

シ
ョ
ン
の
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
町
民
生
活
課

　

生
活
環
境
班
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い
。

布
部
小
学
校
）

※
管
理
職
、
新
規
採
用
、
退
職
の
み

　

の
掲
載
で
す
。

が
丘
小
学
校
）
▽
宮
越
留
美
子
（
富

良
野
市
立
富
良
野
小
学
校
）
▽
事
務

職
員　

長
谷
川　

薫
（
富
良
野
市
立

▽
校
長　

日
下
順
雄
（
旭
川
市
立
東

光
小
学
校
）　

　

情
報
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
行

政
機
関
を
は
じ
め
、
団
体
、
事
業
者

な
ど
様
々
な
情
報
を
収
集
・
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

町
行
政
機
関
の
職
員
、
委
託
事
業

者
・
指
定
管
理
者
の
従
業
員
に
対
し

個
人
情
報
保
護
条
例
に
罰
則
規
定
を

追
加
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
総
務
課
総
務

　

班
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

個
人
情
報
保
護
対
策

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

総
務
課 
総
務
班�
�
６
４
０
０

▽
齋
藤
直
樹
（
東
神
楽
町
立
東
神
楽

中
学
校
）
▽
増
田
篤
子
（
富
良
野
市

立
富
良
野
西
中
学
校
）
▽
岡
野
友
和

（
士
別
市
立
士
別
南
中
学
校
）

退
職（
３
月　

日
付
）

３１

▽
校
長　

山
根
龍
彦

▽
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
介
護
士　

阿

部
貴
美
絵　

く
り
担
当
課
長
兼
健
康
推
進
班
主
幹

　

岡
崎
智
子
（
健
康
推
進
班
主
幹
）

西
小
学
校（
４
月
１
日
付
）

▽
校
長　

村
田
俊
昭
（
音
威
子
府
村



　先月号の河合さんからめぐって、荻子さんに
お逢いしました。
　『河合さんとは、中学１年のときにクラスが同
じになり、出席番号が３番と４番という縁も
あって、それ以来の友達です。今でも、一緒に
飲みに行ったりカラオケに行ったりしていま
す。農業共済組合に勤めて４年目ですが、仕事
を任されて自分の担当もできたので、やりがい
があります。スポーツが好きで、職場の仲間と
冬の間はフットサルをしています。バスケット
ボールも高校１年のときから続けていて、今は
中富良野のチームで週３回練習しています。実
はギターもずっと続けていますが、これは仲の
いい友達にしか聞かせたことがありません。２
年くらい前から始めた釣りが今は面白いです
ね。職場の上司に誘われたのがキッカケです。』

 荻 子   
お ぎ す

 雅 之   さん
まさゆき

昭和６１年生まれ
西３線北２９号
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伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板伝言板
問合せ：町民生活課まで問合せ：町民生活課まで

健健康康かかみみふふららのの２２１１
地地域域栄栄養養士士会会

食 育
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　近年、わが国の食を取り巻く環境は大きく変化しています。
　食をはじめとした生活習慣が原因の疾病の増加、これに伴う医療費の
負担増加、食文化の衰退、安全・安心な食材の確保など、わが町におい
ても子どもたちをはじめ町民の皆さんが避けて通ることはできない課題
であると考えます。
　生涯を健康に過ごすための食の総合指針として、上富良野町食育推進
計画を平成２０年２月に策定しました。

　この上富良野町食育推進計画は、次のとおり５章の構成となっています。
・第１章　策定にあたって
・第２章　食の現状と課題
・第３章　食育推進の基本方針
・第４章　食育推進の重点目標
・第５章　食育推進の展開
　

　特に第４章の重点目標には、「朝食をしっかり食べましょう」「食事は美味
しく楽しく食べましょう」「バランスのとれた食事と適度の運動の実践」「上
富良野産食材の活用」「食を通した環境づくり｣及び｢食への関心を高める」
の６項目を掲げてあります。
　今後は、この計画を基に町の食育を推進していきますので、町民皆さんの
一層のご支援とご協力をお願いします。
　�問合せ先　保健福祉課��６９８７

　特定外来生物のセイヨウオオマルハナバチ！
　トマトやナスなどハウス栽培での受粉作業の省力化等
のために導入され、その一部のハチがハウスから逃げ出
し、道内各地の野外で目撃されています。

　北海道には１１種類の在来のマ
ルハナバチが生息し、野生植物
の受粉にかかせない存在となっ
ていますが、外来種が野生化し
繁殖すると、餌や巣の競合など
により在来マルハナバチの駆逐
など心配されます。

　女王バチは越冬し、春、４～７月頃に巣を作ります。
この女王バチ１頭をつかまえれば、巣を１つ壊すのと同
じ効果！ぜひ、春先の女王バチ捕獲に挑戦を！
　詳しくは、北海道庁ホームページをご覧ください。　
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/skn/alien/seiyo/seiyo_top

「セイヨウオオマルハナバチバスターズ」（従事者番号・上川第００４号）
　　　　 江良義正（南町３丁目）携帯０９０－３７７５－３３５３

「「セセイイヨヨウウオオオオママルルハハナナババチチ」」ををつつかかままええてて

外外来来
種種のの
駆駆除除
！！

ババスス
タターー
ズズ
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町へ
◎大槻忠志さん（東町１丁目）から、町
に役立ててくださいと、５万円を

社会福祉協議会へ
◎安田文夫さん（新町２丁目）から、妻・
栄子さんの死去に際し、５万円を

◎荒井鈴子さん（大町２丁目）から、夫・
行雄さんの死去に際し、３万円を

◎安部友子さん（旭町１丁目）から、夫・
彦一さんの死去に際し、１０万円を

◎目黒千鶴子さん（緑町１丁目）から、
夫・勝雄さんの死去に際し、３万円を

◎水谷　喬さん（西１線北２２号）から、
父・甚四郎さんの死去に際し、３万円
を

◎ライオンズクラブから、福祉に役立て
てくださいと、５万円を

上川南部北消防署へ
◎瀧本良幸さん（中町３丁目）から、父・
幸朗さんの死去に際し、消防施設整備
資金として、１０万円を

◎山本信子さん（東８線北１８号）から、
夫・春美さんの死去に際し、消防施設
整備資金として、５万円を

ラベンダーハイツへ
◎荒　　直さん（西９線北３４号）から、
母・きみ子さんの死去に際し、入所者
用に紙おむつ１７０枚を

◎森本京子さん（本町５丁目）から、母・
小林テルヨさんの死去に際し、エア
マット１台・車椅子（普通型）１台
（１０万円相当）を

◎安部友子さん（旭町１丁目）から、夫・
彦一さんの死去に際し、車椅子（普通
型）２台（５万円相当）を

た
く
さ
ん
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　平成１８年６月１日より住宅（共同住宅を含む）に対して住宅用火災警報
器の設置が法令により義務付けられました。
　既存の住宅等については、当町では火災予防条例により、平成２３年５
月３１日まで、猶予期間が設けられていますが早めに設置しましょう。
　住宅用火災警報器は、平成１５年中の住宅火災における死者の数が、１７
年ぶりに１,０００人を突破したことや今後迎える高齢化社会とともに住宅
火災による死者数の増加が懸念されていることなどから、消防法の改正
が行われ、設置が義務付けられています。
　皆さんの大切な命や家族を火災から守るために、住宅用火災警報器を
設置しましょう。
　不明な点などありましたら、北消防署予防係��２１１９まで、お問合せ
ください。

『『春春のの火火災災予予防防運運動動』』
４４月月２２００日日（（日日））～～３３００日日（（水水））

空気が乾燥し、火災が発生しやすい気候となる時季を迎えます。
火災予防の取組みを一層強化し、恐ろしい火災を未然に防ぎましょう。
　

防火標語『火は見てる  あなたが離れる  その時を』
　

　春の火災予防運動の期間中、２０時にサイレンを吹鳴しますので、火の
元をもう一度確認してください。
　
『住宅防火いのちを守る７つのポイント～３つの習慣・４つの対策～』
　３つの習慣
　�寝たばこは、絶対やめる。
　�ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　�ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
　４つの対策
　�逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　�寝具・衣類・カーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
　�火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　�お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

innffoorrmmaattiioonn 上川南部消防事務組合
北消防署��２１１９

署防消

ああななたたののおお宅宅にに
住住宅宅用用火火災災警警報報器器のの設設置置ははおお済済みみでですすかか？？

少年消防クラブの作品
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中
央
保
育
所

『積木のお城』

　ビーズを使って、お人形を作
りました。六角形の型に場所
や色を考えながらビーズをは
め込み、かわいらしい女の子が
できました。　　　（米川先生）

 小   林    　翼    ちゃん
こ ばやし つばさ

（平成１４年生まれ・宮町３丁目）

　カプラの積木を使ってお城
を作りました。いつもお友達
同士で大きなお城を作るのが
得意です。今回は１人で上手
にできました。  　（米川先生）

 田   中     大  吾    くん
た なか だい ご

（平成１４年生まれ・富町３丁目）

『ビーズのお人形』

■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�071-0596
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　　　　　大町2丁目2番１１号
　�0167�6９８５　�0167�5362
　
http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp
　jichi@town.kamifurano.lg.jp

編集後記

■７年前の旅行で知り合った横浜の
親子と今月末に会うことになりまし
た。約１週間の間、時々話をしただ
けでしたが、縁とは不思議なもの。
長く続くものですね。旅行だけでな
く、仕事や趣味で知り合う人も縁が
あるからのこと。取材で知り合った
方たちとの縁にも感謝です。（床鍋）

■古くから日本人に愛されてきた桜
…。お花見の歴史も昔からあるそう
です。「花より団子」ですが、皆さん
は桜餅の葉を食べますか？塩漬けに
した桜の葉と甘い餡子をぜひ一緒
に。ちなみに柏餅の葉は固くて食べ
られませんので…。花見の桜からサ
クランボは実らないのかな？（林下）

泰那は歌が大好きで、その歌を聞い
た悠雅は一緒に手拍子を打ちながら
リズムに合わせて体を動かします。
たまにケンカもしますが、とても息
の合ったゴールデンコンビです�

　おおむね２歳から就学前のお子
さんを「わが家のアイドル」コー
ナーに掲載しませんか？自薦・他
薦を問わず、募集しています。

町民生活課自治推進班��６９８５

茉央はお手伝いが大好きで洗濯物干
しや食器の後片付けをよくしてくれ
ます。衣咲はお姉ちゃんのしている
ことにいつも興味津々。２人仲良く
元気で優しい子になってネ�

 能 勢
の せ

      衣 咲
い
   ちゃん  ・ 茉
さき

   央
ま
   ちゃん 

なか

 　　　（１歳２か月） ・ （４歳５か月）
俊和さん・奈津枝さんの子（緑町１丁目）

雅彦さん・宏美さんの子（緑町１丁目）

 高  松   
たか まつ

 悠 雅
ゆう
   く

ん  ・ 
が

 泰 那
だい
   く

ん

な

 　　　（１歳１１か月） ・ （３歳１１か月） 

●人のうごき●
平成２０年３月３１日現在

(　)は前月比

(－６８)12,２０４人人 口
(－４４)６,１７９人男
(－２４)６,０２５人女
(－３１)5,３３１世帯世 帯

ねんきん相談会（３月１７日）



　図書館では、乳児から幼児を対象とした絵本のガイドブッ
クを作成しました。ガイドブックは、図書館にある「おすすめ
絵本」を年齢ごとに紹介しています。
　絵本は、親子で一緒に楽しむことで自然に親子の会話が増
えたり、また、子どもは絵本を読み聞きながら
頭の中で絵を動かしたりすることで、考える力
を身につけ、想像力や創造性を伸ばすことにも
つながっていきます。絵本のガイドブックは、
図書館に設置してありますので、ぜひご活用く
ださい。
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上富良野町図書館

ふふれれんんどど通通信信
開館　9時30分～18時（月曜日・祝日は休館）　問合せ　��3158

一 般 書　　一　般　書
乳と卵　　　                       川上　未映子
流星の絆　                       　東野　圭吾
日月めぐる　                       諸田　玲子
山彦ハヤテ　                       米村　圭伍
レンアイケッコン　             小手鞠　るい
ももこの２１世紀日記№７　    さくら　ももこ
ワンス・アポン・タイム・イン東京（上・下）　 楡　周平
夜を守る　                          石田　衣良
羊の目　                             伊集院　静
弥勒世【みるくゆー】（上・下）   馳　星周　

児 童 書　　児　童　書　　　
しずくちゃん10　               岩崎書店
なによりも大切なこと　       ＰＨＰ研究所
トンネル（上・下）　            ゴマブックス
しんかんくんようちえんにいく　あかね書房
かくれんぼ　                        鈴木出版
デモナータ　６幕　              小学館
うさぎ座の夜　　                  偕成社
おおもりこもりてんこもり　 ポプラ社
かんたんせんせいとライオン　 講談社
スパイガールepisode2 男子禁制！　 理論社

5月1日～6月30日5月1日～6月30日

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー読書カレンダー

巡回移動図書（6施設）5/ 7～30

図書館巡回読み聞かせ会（4施設）13～20

ダナ先生のおはなしＡ☆Ｂ☆Ｃ☆金16

ブックスタート水28

図書館読み聞かせ会土31

巡回移動図書（6施設）6/11～27

図書館巡回読み聞かせ会（4施設）3～25

ダナ先生のおはなしＡ☆Ｂ☆Ｃ☆金20

ブックスタート水25

図書館読み聞かせ会土2８

～図書館新刊書案内～

　

一
昔
前
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
、『
食
う
・
寝

る
・
遊
ぶ
毎
日
』
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

今
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
を
見
て
い
る
と
、

『
よ
く
食
べ
・
よ
く
遊
び
・
よ
く
寝
る
』
が
、

お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。

　
『
食
べ
る
』
…
最
近
の
統
計
に
よ
る
と
、
小
学

生
が
コ
ン
ビ
ニ
で
一
回
に
使
う
金
額
は
、
平
均

　

円（
小
学
生
）に
も
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

２７５食
べ
た
い
時
に
食
べ
た
い
物
を
ル
ー
ル
な
く

食
べ
る
「
間
食
」
が
、
空
腹
感
と
食
卓
へ
の
求

心
力
を
弱
め
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
寝
る
』…
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ

て
、
つ
い
つ
い
就
寝
時
刻
が
遅
く
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
の
約
束
事
に

併
せ
て
、
一
日
の
生
活
の
始
め
と
終
わ
り
に
あ

た
る
起
床
時
刻
と
就
寝
時
刻
の
リ
ズ
ム
を
大

切
に
す
る
よ
う
に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

　
『
遊
ぶ
』
…
遊
び
は
、
子
ど
も
の
社
会
性
を
は

ぐ
く
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
丈
夫
な
体

を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で

す
。『
遊
ぶ
』
は
、「
外
で
た
っ
ぷ
り
遊
び
、
三

食
し
っ
か
り
食
べ
て
、
夜
は
ぐ
っ
す
り
寝
る
良

き
習
慣
」
の
基
点
に
な
る
も
の
で
す
。

　
『
良
き
習
慣
』
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
価
値
あ

る
財
産
で
す
。
地
域
の
大
人
が
智
恵
を
出
し

合
い
声
を
か
け
合
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
か
け

が
え
の
な
い
財
産
を
残
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

家
庭
教
育
シ
リ
ー
ズ
『　

号
』

２５３

『
食
べ
る
・
寝
る
・
遊
ぶ
』
を
大
切
に
！ 

　
　

上
富
良
野
小
学
校
長　

金
子　

俊
明

読み聞かせ会読み聞かせ会　事業案内

図書館「ふれんど」絵本のガイドブックをご活用ください図書館「ふれんど」絵本のガイドブックをご活用ください

　読み聞かせ会読み聞かせ会

日時　第４土曜日
　　　11時～11時30分
内容　絵本・紙芝居の読み聞か
　　　せ、手遊び、工作など
対象　幼児

ダナ先生のダナ先生のおはなしＡ☆Ｂ☆Ｃ☆おはなしＡ☆Ｂ☆Ｃ☆

日時　第３金曜日
　　　15時30分～16時
内容　絵本読み聞かせ、簡単な英
　　　単語や歌など楽しく英語に
　　　触れます
対象　３歳～６歳の就学前の幼児

　図書館では、4月から第3金曜日と第4土曜日に読み聞かせ
会を行います。
　読み聞かせ会は、英語指導助手のダナ先生による「おはなし
Ａ☆Ｂ☆Ｃ☆」とボランティアによる絵本や紙芝居などの読
み聞かせ会を行いますので、ぜひお気軽にお越しください。
※なお、事情により日時に変更がある場合がありますので、
随時お知らせします。
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生涯学習情報

問 合 せ ・ 申 込 み
社会教育総合センター

��5511

5月1日～6月30日5月1日～6月30日参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー参加レンダー
�社  … 社会教育総合センター　　　　　�公  … 公民館
�海  … Ｂ＆Ｇ海洋センター　　　　　　�運  … 運動公園　　　
�パ  … パークゴルフ場

クリーンウォーキング日日 5/ 1188
道民カレッジ公開講座　　　　 　�社 金　　23
Ｂ＆Ｇ海洋センタープールオープン　�海 月26

住民会対抗パークゴルフ大会　　 �パ 日日6/ １１
住民会対抗ソフトボール大会　 　�運 日日2299

わくわく合宿　　　　　　　　 　�公 中旬

いしずえ大学いしずえ大学　卒業式卒業式及び及び修了式修了式
　３月７日（金）公民館で、いしずえ大
学第３３回卒業式及び第３４回修了式が行
われました。
　６年間の学業を終えた卒業生（大学
院２年）2７名は、町長から卒業証書を
手渡されました。また、教育長から１
年間休まずに通学した４２名に「精勤
賞」、１日休みの2７名に「努力賞」が贈
られ、生涯学習の推進を称えました。
　いしずえ大学は高齢者の多様な学習
機会や仲間づくり、生きがいづくりを目的に開校され、平成１９年度は１４８名が
１年間（２４回）の学習活動を行いました。

卒業された松田由美子さんにお話を聞きました。

　松田由美子さん（本町３丁目）
「振り返ってみると、６年間はアッという間でしたね。毎
年講話ではためになる話を聞き、運動会や研修旅行ではク
ラスの交流を深めてきました。卒業しても研究科に在籍し、
４年間通学しようと思います。共に学びましょう！！」

222222222222222222222222222222222222222222000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000000777777777777777777777777777777777777777777年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大ニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーースススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
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��道民カレッジ受講生募集！！��
　「道民カレッジ」は、北海道をひとつのキャンパスとし
て、市町村や大学等の教育機関、各種団体等が開催する講
座を、道民が受講できる「生涯学習支援」です。年齢・学
歴は一切問いません。申込みしていただきますと、「道民カ
レッジ手帳」を配布します。入学は無料です。
　今年度上富良野町は、いしずえ大学の講話を公開講座と
して６回予定しています。近隣市町村の開
講情報と合わせて随時お知らせします。　
　ぜひ、道民カレッジ受講生に登録して、
新たな出会いや発見をしてみませんか？

●入学申込み・問合せ先　
　教育振興課社会教育班��5511
　(財)北海道生涯学習協会�011-281-6661

天体観測会のお知らせ

得票数選　考　項　目順位

140票
上富良野中、第５２回北海道吹奏楽コンクール（３５人以下の部）で金賞。第７回東日本学
校吹奏楽大会でも銀賞受賞。第１位

111票
見事、悲願の全道制覇。第２５回北海道中学校駅伝競走大会で上富良野中男子駅伝チー
ム初優勝を飾る。また、第１５回全国中学校駅伝大会出場。第２位

96票上富良野小スクールバンドが第５２回北海道吹奏楽コンクールで金賞受賞。第３位

93票
人気エリアで雪崩多発、男女４人死亡。安政火口付近「入山禁止」難しく地元苦慮、
警告看板を設置。第４位

62票
第３８回北海道中学陸上競技会で上富良野中の小林  徹さんが1.500Ｍで３位に。砲丸投
げで湯川絢子さんが自己新で６位入賞を果たす。同大会の入賞は３年ぶりの快挙で、
小林徹さんは第１３回全国都道府県対抗男子駅伝大会に選抜され同大会出場も果たす。

第５位

45票新人４人全員当選、上富良野町議選で。投票率 ８３ .１％で低下に歯止め。第６位

43票町立病院で療養病床を廃止へ。町が方針、老健施設に転換。また、循環器科を新設へ。第７位

38票５７人がいじめ被害に。小・中校約１,０００名のアンケート調査結果第８位

30票続けよう。交通死ゼロ。深山峠で安全祈願祭（１２月末現在交通事故死ゼロ 1,177日）第９位

28票一緒に日ハム応援しよう。上富良野にも後援会が旗揚げ。
第１０位

28票福祉灯油で商品券。原油価格の高騰に伴い一般質問を受け、町が支給の意向を示す。

   ■皆さんに選んでいただいた、かみふらの10大ニュースが決まりました。
　　応募期間：１月１８日（金）～２月１５日（金）
　　応募総数：935票（１８７名が5項目に投票していただきました。）

　西小チャレンジ天文台では、次の
日程で、天体観測会を開催します。
　たくさんの方のご来場をお待ちし
ています。
日　　時　４月１７日（木）
　　　　　18時３０分～１９時まで
観測内容　上弦の月、火星、土星
※悪天候の場合は、天体映像を鑑賞
　します。
※外での観測となりますので、暖か
　い服装でお越しください。

ぷら☆すたー会員募集中！
　教育委員会では、天体観測会や天
文に関する企画を、一緒に行ってい
ただける方を募集します。
　小学生から一般の方まで、年齢は
問いません。参加を希望される方は、
教育委員会までご連絡ください。（小
学生は保護者同伴）
【H１９年度実施】
・サイエンスカフェ（気軽な雰囲気で、
　講師を招き、天文について学習）
・天体観測会（１０回）
・望遠鏡の操作体験など

イースターパーティ
　　       　参加者募集中！
   海外の文化に触れることを目的に
イースターパーティを開催します。 
   英語指導助手のダナ先生と外国の
ゲームをして遊びませんか。イース
ターにちなんだゲームをして一緒に
遊びませんか。
日　時    ４月２6日（土）１3時～
会　場    社会教育総合センター
対　象    小学１年生～６年生
参加料    3００円（保険代含む）
持ち物    運動しやすい服装・上靴



　３月９日（日）保健福祉総合センターかみんで、上富良野

国内外交流の会（会長　和田昭彦）主催の「インターナショ

ナル・フレンドシップ・フェア」が開催されました。

　このイベントは今年で２回目を迎え、海外の様々な食や

生活文化を上富良野町民に紹介することを目的に、上富良

野国内外交流の会と英語指導助手のダナ・ビゲロウさんが

中心に企画しました。当日は美瑛町、東神楽町、遠軽町、

愛別町から招いた４人の英語指導助手や町内のボラン

ティアの方々が、海外の国の写真やその国独自の料理、

ゲームなどを準備しコーナーを担当しました。

　コーナーはフランス、イギリス、インド、カナダ、アメ

リカ、ハンガリー、イエメン、エジプト、日本の９か国で、

訪れた約４０名の参加者は各国の家庭料理などを試食しな

がら、風景などの写真や展示品について、担当している英語指導助手に質問し説明を受けていました。

　また、「有頂天」によるよさこいソーラン踊りが披露され、参加者だけ

でなく英語指導助手にとっても異文化交流の良い機会となりました。

　上富良野国内外交流の会の和田会長は「カムローズ市、津市をはじめ各

国や国内各地との交流の機会が増え、町民の交流が盛んになり、人づく

り・まちづくりの一助となることを目的に活動しています。今回の企画

が、町民の交流体験などを通して、国内各地の人や外国人との交流が深

まることになれば良いですね」と話されていました。

　英語指導助手のダナ・ビゲロウさんと、参加された武藤講三さんに感想

を聞きました。

まなびの輪 ２００8．4 　

ダナ・ビゲロウさん
「ボランティアの方々や上富良
野町の人々の助けがあって、イ
ンターナショナル・フレンド
シップ・フェアはすばらしいも
のになりました。それぞれ美
瑛、遠軽、東神楽、愛別から来
たAETは、上富良野は美しくて
人々がとても優しいところだと
感想を持ったようです。来てく
ださって、また、新しい食べ物やゲームを楽しんでく
れてありがとうございました。私にとってもとても
素晴らしい経験でした。」

４２００８ 月号
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武藤講三さん
（東９線北１６号）
「初めて参加しましたが、
外国の食べ物のバイキング
のようで、とても楽しめま
した。また、食べ物だけで
なく、外国人と触れ合える
のが良かったです。これか
らグローバルな時代で、い

ろいろな国の人々と交流していかなければならない
中で、異文化交流としてこのイベントはとても意義
があると思います。次回もぜひ参加したいと思いま
す。」




